












要約;近年の施設入院療法適応となる喘息児は、家庭や学校問題に起因した心理的背景に

修飾された者が増加している。1992 年以後国立療養所下志津病院に長期入院した喘息児 38

名中、家庭および/または学校問題があると推定された者は 84%存在し、その内両方 34%、

家庭 44%、学校 22%であった。退院後の学校復帰が順調だった者は全体では 79%であった

が、入院前に不登校を呈していた者は 72%とやや低率であった。退院前のスタッフの学校

訪問は効果的であったが、低学年児で教師との対人関係に問題のあった症例では効果が乏

しかった。


